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果樹の管理作業に新たな雇用のカタチを！  

          

 久留米普及指導センターでは、ＪＡにじおよび労働力支援会社（株）菜果
な か

野
や

アグリと連携

して、園芸作物における農作業の労働力支援実証に取組んでいます。昨年度は、５戸の農家

で柿の収穫作業での実証を試験的に行い、その有効性が確認できました。 

本年度は、柿の摘蕾作業やブドウの花穂整形作業等について、費用対効果を検証すること

としており、４月２０日から、２戸の農家で柿の摘蕾作業の実証を開始しました。当日は、

普及指導員や利用農家が作業の手順を説明したあと、（株）菜果野アグリに登録した作業員

が脚立を使用しながら、柿の主力品種「富有」の摘蕾を行いました。今後、ほかの農家でも

順次支援実証を行う予定です。また、実証終了後には、利用農家と労働者へのアンケートや

出荷状況の分析等を通じて効果を検証します。 

 普及指導センターでは、労働力支援会社や関係機関と連携しながら、農家が利用しやすい

労働力支援の仕組みを構築し、農繁期の労働力不足の解消と農家の所得向上を目指します。 

 

  

問い合わせ  TEL  0942-47-5101 

              FAX  0942-47-5105 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ https://www.pref.fukuoka.lg.jp/soshiki/4705101.html 

 

果樹畜産課  果樹係 

カキの摘蕾を行う（株）菜果野アグリの登録作業員 

― 労働力支援会社と連携した労力補完システムづくり ― 


